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Abstract

   Swimming has gained attention as part of a healthy lifestyle for children and has witnessed significant 
growth in popularity as a sport for young people as well as a lifelong recreation option for middle-age 
and older people. However, swimming performance during compulsory education has gradually become 
polarized. Therefore, there is a need for human resource development and professional leadership in the 
field of underwater exercise. The purpose of the current study was to understand the actual conditions 
of swimming learning experiences of students, and to investigate improvement of swimming ability 
in class. In addition, we sought to obtain knowledge to inform the improvement of lesson content and 
teaching methods for the development of human resources with professional leadership in water sports by 
analyzing these data cross-sectionally. Thus, we conducted a questionnaire survey and practical tests in 
a swimming class, which is a compulsory subject for students of sophomore in the Faculty of Sports and 
Health Science in Fukuoka University.
   Regarding the swimming ability of subjects before taking the swimming class (Achievement rate 
of evaluation criteria of swimming class before taking a class), 92.5% of students could swim crawl 
and 71.4% of students could swim breaststroke. Regarding the relationship between the experience of 
elementary school lessons and the ability to perform crawl and breaststroke, those who had undergone 
lessons had a significantly greater ability to swim the whole stroke (p < .001). Regarding the relationship 
between the experience of elementary school lessons and the achievement of assessment criteria for crawl 
and breaststroke, those who had undergone lessons had significantly greater swimming ability (p < .001). 
A significant correlation (p < .01) was found between the swimming time of crawl and the number of 
cognitive items in the beginners’ instruction and the crawl instruction. A significant correlation was found 
between the number of cognitive items in the beginners’ instruction and the breaststroke instruction (p 
< .01, p < .05). Time is a critical factor in the crawl evaluation criteria, as is distance in the breaststroke 
evaluation criteria. The learning experience before university entrance strongly influenced the swimming 
ability of the student, indicating the importance of considering guidance content in swimming education.

Keywords : School Physical Education, Swimming learning experience, Swimming

Relationship between basic swimming ability and swimming learning 
experience of students in the sports science department.
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序論

　水泳は，健康増進を目的とした習い事として普

及し，若年層のレク・レジャー等のマリンスポー

ツ，中高年齢層を中心とした生涯スポーツとして

も著しい発展を遂げている．さらに，海・川・湖

などの自然環境で行うレクリエーショナルスポー

ツ，温水プールや温泉施設などの屋内公共施設で

行えるリハビリテーションスポーツとして理解さ

れている．文部科学省の学習指導要領5)6)7)8) にも，

陸上の運動と異なる環境で行われる水中運動の必

要性について明記されており，義務教育の主要科

目として位置付けられている．したがって，義務

教育期間の水を媒体とした学習経験，指導方法，

指導内容，この科目を担当する教職員の養成は重

要である．

　日本は1947年に学校教育法を制定し，学校教育

および教育課程の抜本的改革により学習指導要領

を発刊し，文部科学省は学習指導要領解説9)10)11)を

刊行している．1961年に制定した旧スポーツ振興

法12) には，水難事故およびその他のスポーツ事故を

防止するために，施設整備と指導者養成，事故防

止に関する知識の普及とその措置について明記し

ている．昭和期の小学校学習指導要領4) には，主に

クロールと平泳ぎの技能を養い，長時間を持続し

て泳ぐことを目標として“泳ぐこと”または“泳

げること”の認識について記述している．しかし

ながら，ゆとり教育のカリキュラム改正による体

育実技の授業時間の縮小によって，児童・生徒の

「積極的に身体を動かすこと」への理解が薄れ，

義務教育期の運動能力も徐々に二極化の傾向を示

すようになっている．このような時代背景から，

文部科学省は平成29年に学校教育法施行規則の一

部改正と小学校学習指導要領5) の改訂を行い，新小

学校学習指導要領を令和2年から全面的に実施し，

学校と社会が共有して社会に開かれた教育課程の

実現を目指す方針を提案している．

　小学校学習指導要領(平成29年告示)解説9) の文

中には「水泳運動系は生命に関わることから，水

泳場の確保が困難で水泳運動系を扱えない場合で

も，水遊びや水泳運動などの心得については必ず

指導することが大切であり，そのことを“指導計

画の作成と内容の取り扱い”に示した．」と水泳

教育の必要性について明記している．しかしなが

ら，現状の小学校の水泳教育は，教員にとって専

門的な指導が困難な実技科目としての認識は否め

ず，屋外プールでの熱中症予防，紫外線等の環境

問題，水難事故の発生や危険性も危惧され，夏季

休暇期間中のプール開放，校内水泳大会などのイ

ベント等も縮小傾向にある．さらに，学校教育法

が制定された昭和期，全国の小学校に教育施設と

して設置されたプールの老朽化も問題視され，施

設整備にともなう建設費と維持費の経費削減，費

用対効果を配慮して学習環境を確保するために，

実技指導の派遣事業，指導サポート要請の取り組

みが全国各地で実施されている．つまりスイミン

グスクールなどの民間企業と連携し，水泳教育を

外部に業務委託する傾向が見受けられる．この取

り組みは現代社会のニーズに反映したカリキュラ

ムマネージメントの構築と考えられるが，義務教

育期間の「教育の質」が各地で平等に担保され

ず，全国の小中学校が公平に取り組めるシステム

としては受け入れ難い．大学は，最終的な教育機

関となりうることから，卒業後の進路や自らの将

来を見据えて，より専門性に卓越した学部や学科

により，専門的な学びを得ることができる．この

時期に教職課程を履修している学生が，より高い

専門知識と指導力を身につけることによって，義

務教育期の水に関わる教育の質が保たれる．

1．目的

　本研究は，福岡大学スポーツ科学部生を対象

に，必修科目に位置付けられている水泳の授業に

おいて，横断的にアンケート調査を実施し，履修

者の授業開始時の基礎泳力と，これまでの水泳学

習経験の実態を把握し，これらの基礎データを解

析することによって，義務教育期に学校で行われ

ている水泳授業の指導内容や指導方法について言

及する．また，水を媒体とした分野の専門的指導

力を有する人材育成のために，大学の水泳授業の
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取組みについて，今後の指導方法改善のための知

見を得ることを目的とする．

2．方法

2．1．調査対象と手続き
　本研究は，福岡大学スポーツ科学部のスポーツ

科学科および健康運動学科に在籍し，4年間(2016年

から2019年)で水泳の授業を履修した学生1029名(男

子:719名、女子:310名)を対象とした(表１)．なお，

対象者は現行の学習指導要領5)6)7)8) が2011年度から実

施された後に義務教育を受けている．アンケート

調査を実施する際に，調査の目的と内容，個人情

報保護，さらに得られた情報の公表に関して説明

し，同意が得られた学生に対してデータ処理およ

び分析を行った．

2．2．調査方法
　本研究の質問調査は，スマートフォンでQRコー

ドを読み取り，Google Formsで作成したWebアン

ケートを活用し，調査は授業開始2週間以内に実施

した．

2．3．調査内容
　記述式，選択式，複数選択式の回答による38項

目の質問票を作成し，習い事(水泳教室等)の水泳学

習経験については，学校での水泳授業以外で専門

的な指導を受けたものとした(表2参照)．また，授

業前の泳力を把握するために，授業開始前に全て

の学生に対して平泳ぎとクロールの基礎泳力テス

トを実施した．なおテスト内容と授業の到達目標

＜表１＞　対象者（水泳の授業を履修した学生）の属性

＜表２＞　アンケート調査内容（質問項目）
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は以下の通りである．

　平泳ぎ3分間泳テスト（授業の到達目標：途中で

止まることなく3分間で男子125m，女子115m以上）

クロール50m泳テスト（授業の到達目標：途中で止

まることなく50mを男子50秒，女子55秒以内)

3．分析方法

　全ての統計解析は，IBM SPSS Statistics ver．

22(IBM SPSS Japan社，日本)を用いた．各項目の人

数(度数)は，χ2検定(2×2)と残差分析を行なった．

調整済み残差は，-1.96未満または1.96超過で5%の

有意水準とした．また，各技術の思い出し項目数

は，Mann - WhitenyのU検定を用いた．クロール泳

において50m完泳者と各技術の思い出し項目数との

関係は，Spearmanの順位相関分析を行なった．な

お，全ての有意水準は，危険率5%をもって統計的

に有意とした．

4．結果

4．1．授業前のクロールと平泳ぎの基礎
泳力について

　表3は，対象者が水泳の授業を受講する前に実施

した基礎泳力テストの結果を示した．クロール50m

泳は，全体で92.5%の学生が完泳し，男子95.5%，

女子85.5%の結果で，女子よりも男子の完泳率が高

かった．平泳ぎ3分間泳は，本来の平泳ぎ技術が身

に付いている学生を適合泳法群(かえる足)，身に

付いていない学生を非適合泳法群(あおり足)と判

断し，全体的に見ると71.4%の学生が完泳し，男子

73.3%，女子67.1%の結果で，クロールと同様に男

子の完泳率が高かった．

4．2．小学校時の習い事の経験とクロー
ル基礎泳力の関係について

　表4は，対象者の小学校時の水泳の習い事(スイミ

＜表３＞　水泳の授業受講前の基礎泳力テストの結果

＜表４＞　小学校時の習い事の経験とクロール50m基礎泳力の関係 
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ングスクール)の経験と，クロール基礎泳力の関係

について示した(ここでの基礎泳力とは50mを泳げ

たことを意味する)．その結果，全体的な傾向とし

て基礎泳力と小学校時の水泳の習い事の経験に有

意な関係が示され，水泳の習い事の未経験者につ

いては基礎泳力が有意に低く，習い事の経験者の

基礎泳力が有意に高いことが認められた(p<0.05)．

また男女別に見ても，同様の関係性(共にp<0.001)

が認められ，残差分析の結果も同様の傾向を示し

た(共にp<0.05)．つまり，習い事の経験者における

50mの未完泳率は極めて低く，習い事の経験がク

ロール基礎泳力に影響していることが窺え，義務

教育期の学校の授業で受ける指導内容だけでは泳

力が身に付いていない可能性が示唆された．

4．3．小学校時の習い事の経験と平泳ぎ
基礎泳力の関係について

　表5は，対象者の小学校時の水泳の習い事(スイ

ミングスクール)の経験と，平泳ぎ基礎泳力の関係

について示した(ここでの基礎泳力とは3分間を適

合泳法で泳げたことを意味する)．その結果，平泳

ぎの非適合泳法(あおり足)の発生と小学校時の水

泳のお習い事の経験に有意な関係が認められ，水

泳の習い事の未経験者における非適合泳法(あおり

足)の発生率は有意に高く，習い事の経験者の非適

合泳法(あおり足)発生が有意に低いことが示された

(p<0.05)．また，男女別に見ても同様の関係性(共に

p<0.001)が認められ，残差分析の結果も同様の傾向

を示した(共にp<0.05)．つまり，平泳ぎもクロール

同様に習い事の経験が基礎泳力に影響し，義務教

育期に学校の授業で受けた指導内容では泳力が身

に付いていない可能性が示唆された．

4．4．基礎泳力による到達目標の達成度
について

　表6は，基礎泳力(対象者が水泳の授業を受講する

前の泳力)と本授業の到達目標への達成度の関係を

示した(ここでの達成度とは，クロール50m泳テス

＜表５＞　小学校時の習い事の経験と平泳ぎ3分間泳基礎泳力の関係 

＜表６＞　対象者の授業前の基礎泳力と本授業の到達目標達成度の関係
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トで途中に止まることなく男子50秒，女子55秒以

内，平泳ぎ3分間泳テストにおいて途中で止まるこ

となく男子125m女子115m以上で泳げることを意味

する)．本学部生のクロールの基礎泳力は，全体で

85.0%の学生が授業の到達目標を達成しており，男

子94.0%，女子67.1%の結果で，女子よりも男子の

達成率が高かった．また，本学部生の平泳ぎの基

礎泳力は，全体で46.6%，男子50.6%，女子37.1%の

結果で，クロールに比べて極めて低い達成率であ

り，クロールと同様に女子よりも男子の達成率が

高い傾向にあった．50mを泳ぎ切る基礎泳力と3分

間を泳ぎ続ける基礎泳力は，身につけるための指

導方法や指導内容に相違点があり，特に女子は思

春期に月経等で授業を見学する頻度が多いことが

水泳学習経験の低下に影響しているものと推測さ

れる．

4．5．小学校時の習い事の経験と平泳ぎ
基礎泳力における到達目標の達成
状況の関係について

　表7は，小学校時の習い事(スイミングスクール)

の経験と対象者の水泳の授業受講前の平泳ぎの泳

力(到達目標の達成状況)の関係を示した．その結

果，平泳ぎの泳力(到達目標の達成状況)と，小学校

時の習い事(スイミングスクール)の経験に有意な関

係性が認められ，残差分析の結果からもスイミン

グスクール経験者の到達目標の達成率が高く，未

経験者の到達目標の達成率が低いことが示された

(p<0.001)．また男女別でも同様の関係性が認められ

(共にp<0.001)，残差分析の結果も同様の傾向を示し

た(共にp<0.05)．

4．6．クロール基礎泳力と指導内容に対
する項目認知数の関係について

　表8は，大学までの水泳に関する初心者指導内容

(19項目)およびクロール指導内容(7項目)に関して

＜表７＞　小学校時の習い事の経験および基礎泳力と平泳ぎの到達目標達成度の関係

＜表８＞　クロール基礎泳力と指導内容に対する項目認知数との関係
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認知している個数とクロール基礎泳力の関係を示

した．その結果，クロール基礎泳力と過去の指導

内容(初心者指導)に関して認知している個数に，

男女とも有意な負の相関関係が認められた(共に

p<0.01)．また，クロール基礎泳力と過去の指導内

容(クロール指導)に関して認知している個数にも，

男女とも有意な負の相関関係が認められた(共に

p<0.01)．つまり，大学入学前の水泳に関する指導

内容について，初心者指導内容とクロール指導者

内容の双方ともに，記憶している項目数の多い学

生ほど50mクロール泳の記録が高くなる傾向にあ

り，さらに指導内容を記憶していない学生に関し

ては，義務教育期に学校の授業で受けた指導内容

について認知している項目数が少ない可能性が示

唆された．

4．7．平泳ぎ基礎泳力と指導内容に対す
る項目認知数の関係について

　表9は，大学までの水泳に関する初心者指導内

容(19項目)および平泳ぎ指導内容(6項目)に関して

認知している個数と平泳ぎ基礎泳力の関係を示し

た．その結果，平泳ぎ基礎泳力と過去の指導内容

(初心者指導)に関して認知している個数に，男女と

も有意な正の相関関係が認められた(共にp<0.01)．

また，平泳ぎ基礎泳力と過去の指導内容(平泳ぎ指

導)に関して認知している個数にも，男女とも有意

な正の相関関係が認められた(男子:p<0.01，女子: 

p<0.05)．クロール同様に，指導内容を記憶してい

ない学生に関しては，義務教育期に学校の授業で

受けた指導内容の項目数が少なく，また平泳ぎの

場合はクロールよりも専門的な指導内容を要する

ことから，その指導が行われていない可能性が示

唆された．

5．考察

　本研究において，小学校時の水泳の習い事(スイ

ミングスクール)の経験が，完泳力や到達目標の

達成状況の高低差に有意に関係していることがわ

かった．また対象者の基礎泳力は，授業の到達目

標に対してクロールの達成率は極めて高く，平泳

ぎは極めて低い傾向にあり，特に平泳ぎは水泳の

習い事の未経験者における非適合泳法(あおり足)の

発生率とあわせて，水泳教育の課程において専門

的技術が身に付いていない，または指導を受けて

いない可能性が示唆された．義務教育の水泳教育

で最も重要なことは，陸上とは異なる運動形態を

理解して水中で身体をコントロールする自己保全

能力を身につけることであり，特に教職課程を履

修する学生は，この指導法を身につけなければな

らない．松井ら3) は，水泳教材の取り扱いが困難に

あることを理由に実施しない傾向にあることを言

及している．また，小学校の教員免許取得を希望

する大学生を対象に，小中高での学校水泳の実態

「プールの有無」「授業の有無」「指導の有無」

について調査したところ，泳ぎの技術指導を受け

たことを自覚していない学生が約半数もいたと言

及している．さらに水泳経験については学齢がす

すむにつれて，その機会が低率化する傾向にある

と述べている．

　本研究でアンケート調査を実施した際に，アン

ケートの項目(基礎指導の内容)について，どのよう

＜表９＞　平泳ぎ基礎泳力と指導内容に対する項目認知数との関係
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な動作を示すのかを確認する質問が多く，動作に

ついて説明しても学校で習った記憶のない学生が

多かった．つまり，義務教育期に学校の授業で受

けた指導内容について記憶がない，または理解で

きていない学生が多く見受けられた．これは，義

務教育期間に水中の基礎指導(呼吸法・浮遊技術・

潜水技術)が十分に行われていないことを意味す

る．しかしながら，寺本ら15) は小学校教員を対象

とした調査により，水泳の授業を担当することに

消極的ではないこと，また指導力に自信のない教

員は多いが，やりたくないのではなく必要性を感

じていると述べている．また「水泳指導＝泳法指

導」ではなく，呼吸動作に関わる基礎的技能の習

得を徹底することが重要で，義務教育機関の水泳

指導が果たす役割が大きいことを言及している．

これまでの学校水泳において，一般的にクロール

と平泳ぎの泳力に重点が置かれる傾向にあるこ

と，また25mを完泳すれば“泳げる”という認識に

ついても言及しなければならない．

6．今後の研究課題

　水泳における初心者指導は「水中での呼吸法」

「水中の浮遊技術」「水中の潜水技術」「水中の

推進技術」のように細分化した指導が望ましい．

本研究における学生の授業前のクロールと平泳ぎ

の基礎泳力(完泳率と評価基準の達成状況)を鑑みる

と，義務教育期に25mプールで実施されてきた水

泳の授業で細分化した初心者指導が行われていな

い可能性があり，各泳法で25mを泳ぎ切ったこと

が“泳げる”との認識が見受けられた．また非適

合泳法群(あおり足)についても細かい技術指導が行

われておらず，我流での25m完泳やドル平泳法15) が

用いられていることが示唆された．大学の水泳指

導において，我流で身についた泳技術を改善して

泳げるように指導するほうが難しい．特に平泳ぎ

はキック動作の非適合泳法群(あおり足)の人数か

らもわかるように，他の泳法と異なる技術的要素

が関与しているため，より専門的な技術指導法が

必要である．本学部の授業で初心者指導を伝える

際に，段階的に細分化した方法を実施することに

よって，以前よりも学生の理解が高まった．また

細分化した初心者指導の後に専門的技術を指導す

ると，スムーズに泳げるようになった．しかしな

がら，ドル平泳法は水への恐怖心や水中でのリラ

クゼーションを目的としては有効な手段である．

狭間ら1) は「浮くこと」と「息継ぎ」から泳ぎの指

導に移行する際に，息継ぎ後の沈んだ身体を浮か

せるための方法としてドルフィンキックを2回加え

るドル平泳法を取り入れて，呼吸法(息継ぎ) → 姿

勢(浮くこと) → 移動(ドル平泳法)の順に指導して

いる．より楽に長く泳ぐことを目的とし，距離的

要素が深く関与している平泳ぎの指導は，リラク

ゼーションを意図したドル平泳法が有効かもしれ

ない．今後の研究課題として，細分化した初心者

指導に対する認知度を定量化し分析すること，さ

らに競泳4種目の技術指導との関係性や男女差につ

いても検証したい．
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